
1 

 

2021年 7月 18日(日)礼拝メッセージ(雅歌⑦) 

聖書箇所：雅歌 3章 6～11節 

タイトル：「荒野から上って来るのは何か」 

 

 雅歌からお話しております。きょうはその 7回目となりますが、「荒野から上ってくるの

は何か」というタイトルでお話したいと思います。6節に「煙の柱のように荒野から上って

来るのは何だろう」とあります。きょうは、このタイトルで 3つのことをお話します。 

 

Ⅰ．あらゆる香料をくゆらして(6) 

 

まず 6節をご覧ください。「煙の柱のように荒野から上って来るのは何だろう。没薬や乳

香、隊商のあらゆる香料の粉末をくゆらせて来るのは。」 

 

ここから場面が変わります。1章 1節から 2章 7節までは、結婚式当日の思い出が語られ

ました。そして前回の 2 章 8 節から 3 章 5 節までは、婚約時代の思い出が語られていまし

た。ここからは結婚式に至るまでの出来事が描かれていきます。 

 

「煙のように荒野から上って来るのは何だろう。」これは、王である花婿が花嫁をエルサ

レムに迎えるために使者たちを遣わし、その花嫁が行列をなしてエルサレムに上って来る

様子です。それを見た群衆のひとりが語っていることばです。ここには「何だろう」とあり

ますが、この「何」という原語のへブル語は「ゾー」ということばで、女性の単数形が使わ

れています。ですから、これは明らかに 1人の女性を指していることがわかります。それは

これまで登場してきた花嫁のことです。ですから、新共同訳ではこれを「おとめ」と訳して

いるのです。また、他の多くの聖書でも「何か」ではなく、「誰か」と訳しています。3章前

半では、花婿を見失った花嫁が花婿を必死に探し出すシーンが描かれていましたが、花婿を

見つけた花嫁は、彼をしっかりと捕まえると放すことなく、母の家に、すなわち、実家へと

連れて行きました。その後花嫁は荒野へと導かれていたのです。花婿はその荒野から花嫁を

連れ出し、自分のもとへと引き寄せているわけです。 

 

「荒野」というと、皆さんは何を想像されるでしょうか。さくらチャーチでは今、祈祷会

で民数記から学んでおりますが、エジプトを出て約束の地へ向かったイスラエルの民はバ

ランの荒野に導かれると、彼らはひどく不平を言って主につぶやいたのです。「ああ、肉が

食べたい。エジプトでただで魚を食べていたことを思い出す。きうりも、すいかも、にら、玉

ねぎ、にんにくも。だが今や、私たちの喉はからからだ。全く何もなく、ただ、このマナを見る

だけだ。」(民数記 11:4-6) 

失礼ですね。主がせっかくエジプトの奴隷の中から救い出してくださったというのに、それに
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感謝するのではなく、不平や不満を言うとは。いったいなぜ彼らはつぶやいたのでしょうか。荒

野は決して楽な場所ではありませんでした。不便なことがあれば、困難もありました。空腹や疲

れもあったでしょう。そんな荒野での三日間の旅で、彼らは「もう嫌だ、こんな生活は・・」と

言ってつぶやいたのです。 

それが荒野です。飢えと渇きに満ちたところ、不平不満、不信仰が渦巻いているところ、それ

が荒野なんです。花婿は花嫁をそんな不信仰の荒野から連れ出して、自分のもとで安らぐように

してくれます。この花婿とはだれのことでしょうか。そうです、これは私たちの主イエス・キリ

ストです。そして花嫁とは私たち教会のことです。すなわち、これはやがて主が私たちをこの地

上の荒野から引き上げてくださり、ご自身のもとへと連れ出してくださる携挙のことを予表し

ているのです。感謝ですね。この地上では旅人、私たちもイスラエルの民が荒野で「ああ、肉が

食べたい」と不平を言ったように、さまざまな試練や困難の中でもがき苦しむ者ですが、やがて

主がこの人生の荒野から完全に引き上げてくださるときがやって来るのです。そのときを待ち

望みながら、そこに希望を置いて、この荒野での歩みを信仰と忍耐をもって送れることは何と幸

いなことでしょうか。 

 

ところで、花嫁はどのように荒野から上ってくるのでしょうか。ここには「煙の柱のように、

没薬や乳香、隊商のあらゆる香料の粉末をくゆらせて来るのは」とあります。どういうことでし

ょうか。花嫁は、あらゆる香料の煙をくゆらせて、垂直に上る柱のような煙を携えて上ってくる

ということです。 

この香の煙とは、私たちの祈りのことです。聖書では、香の煙は神さまにささげられる香りで

あると言われています。たとえば、詩篇 141 篇 2 節には「私の祈りが 御前への香として 手を

上げる祈りが 夕べのささげ物として 立ち上りますように。」とあります。また、ヨハネの黙

示録 5 章 8 節にも、「巻物を受け取ったとき、四つの生き物と二十四人の長老たちは子羊の前に

ひれ伏した。彼らはそれぞれ、竪琴と、香に満ちた金の鉢を持っていた。香は聖徒たちの祈りで

あった。」とあります。ここには「香は聖徒たちの祈りであった」とあります。香は聖徒たちの

祈りを表しているのです。私たちの祈り、私たち自身が神さまへの香のささげ物なのです。それ

が煙の柱のように、没薬や乳香など、あらゆる香料の粉末をくゆらせて来るのです。 

 

「くゆらせて」ということばは、あまり聞かないことばですね。「くゆらせて」ということば

を辞書で調べてみると、「燻
くす

ぶらせて」とか、「香
かお

らせて」とありました。よい匂いがほのかに立

つことです。花嫁は、没薬や乳香、その他あらゆる良い香りを立ち上らせながらやって来るとい

うのです。これが花嫁の香りです。これはもともと花婿なるキリストの香りですが、キリストと

結ばれ、キリストに似た者とされるクリスチャンは、同じ香りを放つようになるのです。 

 

あるとき、先生と弟子が道を歩いていました。すると一人の男が、道端で紐を見付けると拾っ

て匂いを嗅いでいるのを見ました。ある紐は大事そうに袋に入れるのですが、別の紐は匂いを嗅
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ぐとポーンと捨てるのです。「先生、あの男は何をしているんですか」と尋ねました。 

すると先生は答えました。「あなたたちは気が付きませんでしたか。彼が最初に拾った紐は、

香木
こうぼく

と言って匂いの非常にいい木を縛ってあった木だ。だからその匂いがあの紐に染み付いて、

とってもいい臭いがしたのだ。それで彼は大事そうにちゃんと袋に入れて持って帰ったんだ。で

も二回目に拾った紐、あれは捨てただろう。あれはな、実は腐った魚を捨てるために縛っておい

た木なんだ。だから、臭い匂いがしみ付いていたので捨てたんだよ。同じように、あなたたちも

一緒にいる人のにおいが身に着くものだ。だから一緒に過ごす人をよく選びなさいよ。」と。 

含蓄のあることばではないでしょうか。私たちが一緒に過ごすのは、私たちの花婿イエス・キ

リストです。この方は乳香、没薬など、あらゆる香料の良い香りがします。ですから、この方と

結び合わされた私たちも同じ香りを放つことができるのです。それが花嫁である私たちクリス

チャンに求められている務めでもあります。 

 

エペソ 5 章 1～2 節を開いてください。ここには「ですから、愛されている子どもらしく、神

に倣う者となりなさい。また、愛のうちに歩みなさい。キリストも私たちを愛して、私たちのた

めに、ご自分を神へのささげ物、またいけにえとし、芳ばしい香りを献げてくださいました。」

とあります。「ですから」というのは、私たちは、以前は闇でしたが、ということです。でも今

は、主にあって光となりました。「ですから」です。もっと言うならば、私たちは、以前はキリ

ストから遠く離れ、約束の契約については他国人で、この世にあっては望みもなく、神もない者

たちでしたが、今ではキリスト・イエスにあって、キリストの血によって近い者とされたのです

から、ということです。ですから、私たちは、愛されている者らしく、神に倣う者でなければな

りません。また、愛のうちに歩まなければなりません。なぜなら、キリストが私たちのために、

ご自分を神へのささげ物、またいけにえとして、芳ばしい香りを献げてくださったからです。ほ

ら、ここに、キリストご自身が、神への芳ばしい香りであり、その香りを献げてくださったとあ

りますね。ですから、私たちも芳ばしい香りとして、自分を神にささげなければならないのです。 

 

同じことが、Ⅱコリント 2 章 15～16 節にも書かれてあります。「私たちは、救われる人々の中

でも、滅びる人々の中でも、神に献げられた芳しいキリストの香りなのです。滅びる人々にとっ

ては、死から出て死に至らせる香りであり、救われる人々にとっては、いのちから出ていのちに

至らせる香りです。このような務めにふさわしい人は、いったいだれでしょうか。」 

 私たちは、神に献げられた芳ばしいキリストの香りです。それは滅びる人々にとっては、

死から出て死に至らせる香りですが、救われる人々にとっては、いのちから出ていのちに至

らせる香りです。キリストの花嫁である私たちには、このような務めがゆだねられているの

です。すごいですね。それは一人の人の運命を、永遠に変えてしまう香りです。人の一生を

変えてしまうのです。そのような務めが与えられているのです。私たちはとてもこのような

務めにふさわしい者ではありませんが、でも、神はこんな私でも、あなたでも用いてくださ

るのです。 
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あの星野富弘さんがこういう詩を作っていらっしゃいます。 

風はみえない 

だけど 木に吹けば緑の風になり 

花に吹けば花の風になる 

今 私を すぎていった風は 

どんな風になるのだろう 

(星野富弘「詩画集 風の詩―かけがえのない毎日」から) 

 

風はみえませんが、いろいろな色があります。緑の木々に吹くと、何だか緑の色に見える

し、花に吹けば、ピンクの色に見えます。では、あなたに吹いた風はどんな色でしょうか。

美しい色ですか、そしていい香りですか。もしそれがイエス様の香りがするなら、なんと幸

いでしょうか。荒野から上って来る花嫁は、没薬や乳香、貿易商人のあらゆる香料の粉末を

くゆらして、煙の柱のように上ってきます。それが私たちクリスチャンの香りです。私たち

にはそのような生き方が求めてられているのです。それがキリストの香なのです。 

 

Ⅱ．夜襲に備える勇士(7-8) 

 

次に、7～8節をご覧ください。「見よ、あれはソロモンの乗る輿。周りには、イスラエル

の勇士の六十人衆がいる。彼らはみな剣を帯びた練達の戦士。それぞれ腰に剣を帯びて夜襲

に備える。」 

 

これは、群衆の中にいた別の人が語っていることばです。花婿は花嫁が婚礼のパレードを

しているときに、その人が「見よ、あれはソロモンの乗る輿」と言いました。「輿」とは、

日本のお祭りのときに見るお神輿
み こ し

を想像する人もいるかもしれませんが、これは移動式ベ

ッドのことです。当時は長椅子としても使われていました。その移動式ベッドに乗っていた

のです。まさにシンデレラですね。かぼちゃの馬車ではありませんが、王が乗る最高の乗り

物に乗っていたのです。 

 

それは私たちも同じです。私たちも王である花婿の輿に乗るようになります。なぜなら、

私たちはキリストの花嫁とされたからです。花嫁であれば、花婿のものを受けるのは当然で

す。ローマ 8 章 17 節には、「子どもであるなら、相続人でもあります。私たちはキリスト

と、栄光をともに受けるために苦難をともにしているのですから、神の相続人であり、キリ

ストとともに共同相続人なのです。」(ローマ 8:17)とあります。私たちは、神の子とされた

わけですから、神の相続人であり、キリストとともに共同相続人なのです。キリストが持っ

ているすべてのものを共に持つ者とされました。だってキリストの花嫁なんですから。お嫁
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さんの立場ってすごいですね。花婿との共同相続人となるのです。玉の輿に乗るとはこのこ

とです。特に私たちの花婿は天地万物を造られた方です。私たちはそのような方と夫婦にな

り、その方の持っているものを全部所有するようになるのですから。これが私たちに与えら

れている立場です。 

 

7 節の後半見てください。このソロモンの乗る輿の周りには、イスラエルの勇士 60 人衆

がいます。これはこの輿を護衛する人たちです。強力なエス・ピー、ボディー・ガードです。

彼らがガードしてくれるのです。なぜですか?8節には「夜襲に備える」とあります。「夜襲」

とは、下の欄外注にあるように「夜の恐怖」のことです。夜になると様々な恐怖が襲ってき

ます。突然、脇からナイフを持った強盗が襲ってくるかもしれません。あるいき野獣が襲っ

てくるかもしれません。でも何が襲ってきても大丈夫です。なぜなら 60人の勇士がいて守

ってくれるからです。彼らはみな剣を帯びた練達の戦士たちです。最強のボディー・ガード

なのです。 

 

このようなボディー・ガードが私たちにも与えられています。それは天使たちです。へブ

ル 1章 14節にはこうあります。「御使いはみな、奉仕する霊であって、救いを受け継ぐこと

になる人々に仕えるために遣わされているのではありませんか。」「救いを受け継ぐことに

なる人々」とは誰のことでしょうか。そうです、私たちクリスチャンのことです。神はこの

御使いを遣わし、救いを受け次ぐことになる私たちクリスチャンに仕え、すべてのわざわい

から守っておられるのです。 

 

詩篇 34 篇 7 節には、「主の使いは、主を恐れる者の周りに陣を張り、彼らを助け出され

る。」とあります。「主を恐れる者」とは、クリスチャンのことです。主の使いは、主を恐れ

る者の周りに陣を張り、彼らを助け出されるのです。すばらしいですね。 

 

かつてイスラエルがアラムと戦っていたとき、アラムの戦略がすべてイスラエルの王に

ツーツーだったことがありました。それでアラムの王がその原因を突き止めると、それはイ

スラエルの預言者エリシャが、王室の中で語られていることばまでもイスラエルの王に告

げているからだということがわかりました。それでエリシャを捕まえるために人をドタン

というところに遣わしました。エリシャの召使いが外に出てみると、馬と戦車の軍隊がその

町を包囲していました。若者は焦ってエリシャに「ご主人様。どうしたらよいでしょう」と

言うと、エリシャはこのように言いました。「恐れるな。私たちとともにいる者は、彼らと

ともにいる者よりも多いのだから」(Ⅱ列王記 6:16) 

そして、エリシャは主に祈って言いました。「どうか、彼の目を開いて、見えるようにし

てください。」(Ⅱ列王記 6:17) 

するとどうでしょう。主がその若者の目を開かれたので、彼が見ると、なんと、火の馬と
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戦車がエリシャを取り巻いて山に満ちていました。結局、主が敵の目をくらませたので、敵

は何もすることができませんでした。そして、アラムの略奪隊は二度とイスラエルの地に侵

入することはなかったのです。 

 

皆さん、私たちとともにいる者は、彼らとともにいる者よりも多いのです。私たちには神

の御霊、聖霊がともにおられるのでそれだけでも十分安心ですが、さらに幾千、幾万という

天使たちが私たちの周りに陣を張り、助けてくださるのです。それは本当に心強いことです。

あなたは今、何に脅えていますか。何を心配していますか。あなたの周りには、イスラエル

の勇士の 60人衆がいて、あなたをしっかりと守ってくださるということを信じていただき

たいと思います。 

 

ところで、クリスチャンにはこのような強力な護衛がいるのだから、一切危険な目に遭う

ことはないのかというと、そうではありません。クリスチャンでも交通事故に遭ったり、危

険な目に遭ったりすることがあります。勿論、そのようなときでも主の使いが守ってくださ

いますが、それは一切の危険から守られるということではないのです。ここには「夜襲に備

える」とあります。「夜の恐怖」から守ってくれるのです。夜の恐怖とは何でしょうか。そ

れは、暗闇の世界の支配者たちのことです。天にいるもろもろの悪霊のことです。そのよう

な敵から守ってくれるのです。 

 

エペソ 6 章 12 節をご覧ください。ここには、「私たちの格闘は血肉に対するものではな

く、支配、力、この暗闇の世界の支配者たち、また天上にいるもろもろの悪霊に対するもの

です。」とあります。皆さん、私たちの格闘は、目に見える血肉に対するものではなく、支

配、力、この暗闇の世界の支配者たち、天にいるもろもろの悪霊に対するものです。このよ

うな悪霊に襲われることはありません。たとえ襲われたとしても、御使いが守ってくれるの

で大丈夫です。もちろん、私たちも神の武具を身につけて戦いますが、私たちの戦いは一人

で戦うものではありません。イスラエルの勇士 60人衆が共に戦ってくれるのです。何より

も神ご自身がともにいて、戦ってくださいます。私たちとともにおられる方は、この世にい

るあの者よりも強いのです(Ⅰヨハネ 4:4)。だから、恐れることはありません。 

 

サタンは日夜、クリスチャンであるあなたを訴えるでしょう。「また罪を犯した」「それで

もクリスチャンか」「あなたがクリスチャンだとは思えない」そういってクリスチャンであ

るあなたを非難して攻撃してきます。でも恐れてはなりません。あなたには主の勇士 60人

衆がいて、守ってくれるのだから。あなたは決して一人ではありません。一人で戦うのでは

ないのです。主の使いがあなたとともにいて、戦ってくださいます。そのことを忘れないで

ください。 
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Ⅲ．ご自分の婚礼の日、心の喜びの日に(9-11) 

 

最後に、9～11節をご覧ください。9節と 10節には「ソロモン王は、レバノンの木で自分

のために駕籠を作った。その支柱は銀、背は金、座席は紫布で作り、内側には、エルサレム

の娘たちの愛の切りばめ細工が施されている。」とあります。 

 

ソロモン王は、レバノンの木で、自分のために駕籠を作りました。これは 7節の輿、移動

式ベッドのことではありません。新共同訳では「天蓋」と訳していますが、これは奥の間(寝

室)に用意されている新郎新婦のためのベッドです。1章 17節に「私たちの寝床も青々とし

ています」とありますが、その寝床のことです。ソロモンは、花嫁のために豪華なベッドを

用意したのです。それはレバノンの木でできた豪華なものでした。レバノンの木といったら、

当時は最高の建材でした。支柱は銀、背は金です。座席は紫布でできていました。その内側

には、エルサレムの娘たちが施した愛の切りばめ細工が施されていました。花婿であるソロ

モンが愛情を込めて作ったのです。どうしてでしょうか。それは、花婿にとって最高の喜び

の日だからです。 

 

11節をご覧ください。「シオンの娘たち。ソロモン王を見に出かけなさい。王は、ご自分

の婚礼の日、心の喜びの日に、母がかぶらせた冠をかぶっている。」 

「シオンの娘たち」とは「エルサレムの娘たち」のことです。ここではエルサレムの娘た

ちに呼びかけられています。ソロモン王を見に出かけなさいと。なぜ？王は、ご自分の婚礼

の日、心の喜びの日に、母がかぶらせた冠をかぶっているからです。この「冠」とは王冠の

ことではありません。結婚式のときに花婿にかぶせられた冠のことで、植物の枝で編んだ花

の冠でした。もうすぐオリンピックですが、マラソンの勝者には月桂樹の冠がかぶせられま

すが、それに似ています。それは喜びを表していました。喜びのしるしとしての冠です。そ

れは花婿にとって最高の喜びの日なのです。 

 

イタリヤのシチリヤでの結婚式の様子がテレビで紹介されていましたが、今でも中世の

やり方が受け継がれています。新郎新婦が音楽隊の音楽に合わせて、村中を歩き回ります。

花婿が花嫁を家まで迎えに行き、それから村中を歩き回り、結婚式場に入って行きます。村

中に、喜びが溢れます。愛する新郎新婦が一緒にいる時、そこには喜びがあります。それは

最高の喜びの日です。この花婿との婚礼にあなたも招かれているのです。 

 

黙示録 19章 6～7節には、「ハレルヤ。私たちの神である主、全能者が王となられた。私

たちは喜び楽しみ、神をほめたたえよう。子羊の婚礼の時が来て、花嫁は用意ができたのだ

から。」とあります。結婚式の準備には時間がかかります。しかし、王であるキリストとの

結婚式は普通の結婚式ではなく、極めて特別な結婚式です。準備に約 2,000年の歳月が費や
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されましたが、花婿が花嫁と結び合わされる時は急速に近づいています。Ⅰテサロニケ 4章

16～17 節にあるように、主ご自身が天から下って来られ、私たちを一挙に引き上げてくだ

さいます。そして天の御国で主と結ばれ、一つになる時がやって来るのです。そのためにし

っかりと備えなければなりません。 

 

キリストは幾世紀にもわたり、この天での結婚式のために花嫁なる教会を整えてこられ

ました。使徒パウロによると、キリストが教会のためにご自身を献げられたのは、みことば

により、水の洗いをもって、教会をきよめて聖なるものとするためである、とあります。そ

して、しみや、しわや、そのようなものが何一つない、聖なるもの、傷のないものとなった

栄光の教会を、ご自身の前に立たせるためでした(エペソ 5:25-27)。 

 

パウロはコリントのクリスチャンに、こう述べています。「私は神の熱心をもって、あな

たがたのことを熱心に思っています。私はあなたがたを清純な処女として、一人の夫キリス

トに献げるために婚約させたのですから。」(Ⅱコリント 11:2) 

当時のユダヤ人の結婚式では、花嫁の友人という人がいました。普通は二人選ばれました。

彼らの役割は何かというと、結婚式の日まで、花嫁の純潔を守ることでした。つまり、きれ

いな体のままで、花嫁を花婿のところに連れて行くことだったのです。パウロはここで、自

分はそういう働きを任せられた者であると言っているのです。 

 

キリストの教会、私たちクリスチャンはイエス・キリストの花嫁です。その花嫁に求めら

れていることは、キリストがもう一度、この世界に戻って来られるとき、すなわち、再臨さ

れる時に、本当に傷のない、純粋な教会をキリストの花嫁として整えることです。私たちも

イエス・キリストの花嫁として、愛する花婿に、自分が持っている最も良いものを捧げたい

と思います。 

 

あなたはどうでしょうか。そのために備えておられますか。この喜びの日に、あなたも招

かれています。いや、驚くべきことに、この婚宴の席で、花嫁として立つようにと招かれて

いるのです。感謝すべきことに、招待状は、すでにあなたの手に渡されています。ですから、

どうか神の招きにふさわしく歩むことが出来ますように。私たちはきっとこれからも、何度

も何度も罪を犯すことでしょう。何度も何度も神に背を向けてしまうかもしれません。でも、

イエスさまはあなたのために祈っておられます。そのことを忘れないでください。そのこと

に気づくたびに、花婿なるイエスさまを見つめることが出来ますように。そしてその度に、

神の招きに相応しく歩もうと思い直し、悔い改めて、将来招かれる子羊の婚宴を、喜びをも

って見つめながら、歩んでいくことが出来ますように。 


